
い
に
し
え
の
歴
史
と
文
化

た
ぐ
い
ま
れ
な
自
然
が
残
る
櫛
形
エ
リ
ア

櫛
形
山
脈（
く
し
が
た
さ
ん
み
ゃ
く
）は

新
潟
県
胎
内
市
か
ら
新
発
田
市
に
か
け
て
の
山
脈
。

鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
北
端
の
鳥
坂
山（
と
っ
さ
か
や
ま
）に

鳥
坂
城
、南
端
の
要
害
山
に
は
加
治
城（
か
じ
じ
ょ
う
）が
築
か
れ
、

現
在
も
残
る
堀
切
な
ど
の
遺
構
か
ら
当
時
の
兵（
つ
わ
も
の
）達
の

物
語
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

JRをご利用の場合アクセスマップ
東 京

鶴 岡

仙 台

お車をご利用の場合

鶴 岡

飛行機（国内線）をご利用の場合

札 幌

名古屋

大 阪

お問い合わせ先

新潟駅

新潟中央I.C

山形駅

新発田駅
（新発田市）

金塚駅
（新発田市）

中条駅
（胎内市）

聖籠新発田I.C
（新発田市）

中条I.C
（胎内市）

新発田市胎内市

新発田市胎内市

新発田市 胎内市

金塚駅
（新発田市）

新発田駅
（新発田市）

中条駅
（胎内市）

金塚駅
（新発田市）

新発田駅
（新発田市）

中条駅
（胎内市）

上越新幹線

約120分

関越自動車道
約225分

東北
自動車道
約15分

約75分

約55分

約70分

国道7号線
約120分

国道7号（新新バイパス）
約30分

日本海東北自動車道
約30分

仙山線

約90分

羽越本線

約80分（特急）

白新線

約40分

奥羽本線・米坂線・羽越本線

約180分

村田
JCT

山形
自動車道
約20分

山形
JCT

東北
中央道
約15分 約120分

山形上山
I.C

新
潟
空
港

新発田市観光振興課　http://www.city.shibata.niigata.jp/   TEL.0254-28-9960  FAX.0254-26-8585　〒957-0055 新潟県新発田市諏訪町1-2-11
胎内市商工観光課　　http://www.city.tainai.niigata.jp/   TEL.0254-43-6111  FAX.0254-43-7392　〒959-2693 新潟県胎内市新和町2－10
新発田市観光協会　　http://shibata-info.jp/   TEL.0254-26-6789  FAX.0254-26-5031　〒957-0055 新潟県新発田市諏訪町1-2-11
胎内市観光協会　　　http://www.tainai.info/　TEL.0254-47-2723  FAX.0254-47-2737　〒959-2806 新潟県胎内市下赤谷387－1

中条 I.C
聖籠
新発田 I.C

酒田

山形

仙
台

い
わ
き

米沢
福島

長岡

新潟

中条

越後
湯沢

大宮

東京

長野

福井

金沢

富
山

高
崎

関
越
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

上信越自動車道

北陸自動車道

北陸新幹線

磐越自動車道

山形自動車道

山
形
新
幹
線

上
越
新
幹
線

常
磐
自
動
車
道

直
江
津

新発田

郡山

郡山
JCT

長岡JCT

藤岡JCT

会津若松

新庄

鶴岡

糸
魚
川

新潟市

阿賀野市

聖籠町

阿賀町

村上市

粟島浦村

関川村

櫛形山脈

東 京

仙 台

「
春
R
U
N
漫
」し
ば
た
ジョ
ギ
ン
グ
大
会

i
n 

加
治
川
桜
堤

大
峰
山
山
桜
ま
つ
り

（
道
の
駅
加
治
川
）

大
峰
山
ハイ
キ
ン
グ

櫛
形
山
脈
縦
走
チ
ャレン
ジ

ほ
た
る
音
楽
ま
つ
り（
大
天
城
公
園
）

食
の
ふ
れ
あ
い
フェス
タ 

i
n 

加
治
川

（
道
の
駅
加
治
川
）

紅
葉
ウ
ォ
ー
ク（
菅
谷
コ
ミ
ュニ
ティ
セ
ン
タ
ー
）

菅
谷
不
動
尊

千
日
参
り
節
分
会

馬
頭
観
音
ま
つ
り（
樽
ケ
橋
エ
リ
ア
）

櫛
形
山
脈
山
開
き
登
山（
関
沢
森
林
公
園
）

胎
内
川
新
緑
ま
つ
り（
道
の
駅「
胎
内
」）

櫛
形
ウ
イ
ン
ド
ト
レ
イ
ル（
櫛
形
山
脈
縦
走
）

胎
内
温
泉
ま
つ
り（
胎
内
ス
キ
ー
場
前
）

世
界
最
大
級 

胎
内
星
ま
つ
り（
胎
内
平
・
胎
内
自
然
天
文
館
）

中
条
ま
つ
り（
熊
野
若
宮
神
社
礼
大
祭
）

中
秋
の
名
月 

板
額
の
宴（
奥
山
荘
歴
史
の
広
場
）

米
粉
フェス
タ 

i
n 

た
い
な
い（
ぷ
れ
す
ぽ
胎
内
）

胎
内
い
い
も
ん
ま
つ
り（
ぷ
れ
す
ぽ
胎
内
）

黒
川
産
業
ま
つ
り（
黒
川
支
所
）

乙
宝
寺
お
ま
ん
だ
ら
法
要（
乙
宝
寺
）

胎
内
ス
キ
ー
カ
ー
ニバル（
胎
内
ス
キ
ー
場
）

櫛形山脈周辺

イベントスケジュール
4
月
29
日

4
月
29
日

5
月
中
旬

6
月

10
月

10
月
下
旬

2
月
3
日

4
月
上
旬

4
月
中
旬

5
月
下
旬

9
月
4
日
〜
6
日

9
月
中
旬

9
月
下
旬

10
月
下
旬

2
月
上
旬

2
月
中
旬

8
月
下
旬（
平
成
29
年
は
7
月
）

4
月
29
日

8
月
15
日

胎
内
市

新
発
田
市

春
の
お
す
す
め
ル
ー
ト

秋
の
お
す
す
め
ル
ー
ト

おすすめルート

ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
新
胎
内
温
泉
）

板
額
御
前
の
像（
中
条
駅
前
）

板
額
御
前
の
像（
中
条
駅
前
）

板
額・ほ
た
る
の
里

板
額
御
前
生
誕
記
念
碑

道
の
駅「
胎
内
」

越
後
胎
内
観
音

櫛
形
山
の
頂
稜
ブ
ナ
林

ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
新
胎
内
温
泉
）

車
で
5
分

登
山
道
100
分

飯
角
登
山
口
か
ら

車
で
30
分

車
で
10
分

桜
公
園

橡
平
桜
樹
林

（
一
本
松
展
望
台
）

大
峰
山
展
望
広
場

道
の
駅
加
治
川

あ
や
め
の
湯

車
で
5
分

↓
登
山
道
20
分

金
塚
駅

車
で
8
分

登
山
道
15
分

桜
公
園
か
ら

車
で
10
分

車
で
12
分

江
上
館
跡（
国
指
定
史
跡
）

白
鳥
公
園

鳥
坂
城
跡

道
の
駅「
胎
内
」

樽
ケ
橋
の
紅
葉

車
で
15
分

車
で
5
分

登
山
道
40
分

白
鳥
公
園
か
ら

車
で
5
分

車
で
10
分

藤
戸
神
社

加
治
城
跡

菅
谷
不
動
尊

倉
島
農
園（
り
ん
ご
）

あ
や
め
の
湯

登
山
道
20
分

新
発
田
駅

車
で
15
分

車
で
15
分

車
で
3
分

車
で
15
分

櫛
形
エ
リ
ア

観
光
ガ
イ
ド

新発田市
胎内市

新発田

胎内

新発田

胎内

発行 新発田市観光振興課・胎内市商工観光課

ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
新
胎
内
温
泉
）

●新潟空港

新発田市

聖籠町

胎内市胎内市

日
本
海
東
北

自
動
車
道

羽
越
本
線

白新線

77

113113 77

中条I.C中条I.C

中条駅中条駅

金塚駅

新発田駅

聖籠
新発田I.C

聖籠
新発田I.C



櫛
形
山
脈
は
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
。

大
峰
山
橡
平
桜
樹
林
な
ど
の
桜
、櫛
形
山
の
ブ
ナ
林
、高
山
植
物
な
ど
の
植
生
や

登
山
道
展
望
台
か
ら
の
絶
景
に
恵
ま
れ
、お
花
見
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、登
山
な
ど
の

山
遊
び
に
最
適
な
エ
リ
ア
で
す
。

胎
内
エ
リ
ア

ブ
ナ
林
や
紅
葉
で
深
呼
吸

村上市

粟島浦村

日本海

岩船港

櫛形山脈

新潟東港

越後
線

磐越西線

磐越自動車道

羽
越
本
線

羽越本線

日
本
海
東
北
自
動
車
道

信
越
本
線

北
陸
自
動
車
道

上
越
新
幹
線

新潟駅

新潟空港

関川村

胎内市

阿賀野市

阿賀町

五泉市

新潟市
49

49

7

7

7

8

290

290

345

460

113

新発田市

▼佐々木三郎盛綱

▼

大峰山展望広場

新
発
田
エ
リ
ア

桜
の
図
書
館
を
散
策

　

越
後
平
野
の
北
東
部
に
位
置
す
る
櫛
形
山
脈

は
、と
も
に
飯
豊
連
峰
を
源
流
と
す
る
、新
発
田

市
を
流
れ
る
加
治
川
と
胎
内
市
を
流
れ
る
胎
内

川
に
両
端
を
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、全
長
わ
ず

か
１３
．５
km
、最
高
峰
は
櫛
形
山
の
標
高
５
６
８ｍ
、

平
均
標
高
が
３
０
０ｍ
に
も
満
た
な
い「
日
本
一
小

さ
な
山
脈
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
展
望
台
か
ら
望
む
飯
豊
連
峰・朝
日
連
峰
の

壮
大
な
景
観
、田
園
風
景
の
広
が
る
越
後
平
野
と

日
本
海
に
浮
か
ぶ
佐
渡
島
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
。

　

ま
た
、美
し
い
ブ
ナ
林
や
南
方・北
方
系
が
入
り

混
じ
っ
た
多
様
な
植
生
、絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
貴

重
動
植
物
の
宝
庫
で
あ
り
、多
様
で
豊
か
な
自
然

が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
山・ハ
イ
キ
ン
グ

　

櫛
形
山
脈
の
景
観
を
満
喫
で
き
る
登
山
道
は

尾
根
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、縦
走
コ
ー
ス
は

も
ち
ろ
ん
、自
分
の
体
力
に
合
っ
た
コ
ー
ス
設
定
も

可
能
で
、幅
広
い
年
代
の
方
が
気
軽
に
登
山
を
楽

し
む
山
と
し
て
親
し
ま
れ
、櫛
形
山
脈
縦
走
登
山

や
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す（
裏

表
紙
参
照
）。

お
花
見

　

国
の
天
然
記
念
物
、大
峰
山
橡
平
桜
樹
林
や
桜

公
園
な
ど
の
多
種
多
様
な
桜
は
、4
月
〜
5
月
中

旬
が
見
頃
で
、品
種
に
よ
っ
て
は
12
月
頃
ま
で
観
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

4
月
の
大
峰
山
山
桜
ま
つ
り
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い（
裏
表
紙
参
照
）。   

櫛
形
山
脈
の
自
然
や
景
観

櫛
形
山
脈
の
自
然
体
験

の
章

新
発
田
市
と
胎
内
市
に
は
、多
く
の
名
所・旧
跡
、そ
し
て
魅
力
的
な
歴
史
上
の
人
物
が
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。櫛
形
山
脈
は
、鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
多
く
の
戦
い
が

起
こ
り
、源
氏
の「
佐
々
木
三
郎
盛
綱
」と
平
氏
の
流
れ
を
く
む「
越
後
城
氏
」・「
板
額

御
前
」が
活
躍
し
た
鎌
倉
時
代
の
歴
史
は
、現
代
の
新
発
田
と
胎
内
の
繁
栄
の
基
礎
を

築
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
加
地
荘
」は
、現
在
の
新
発
田
市
域
か
ら
新
潟
市
沼

垂
付
近
ま
で
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
荘
園
で
、盛
綱
は

領
主
と
し
て
田
畑
を
開
発
し
、こ
の
地
を
治
め
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
に
入
り
、鳥
坂
城
の
戦
い
の
後
は
、子
の
信

実
と
そ
の
子
孫
に
よ
り
加
地
荘
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、

新
発
田
の
基
礎
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

盛
綱
の
子
孫
は
、室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け

て
、加
地
氏
、新
発
田
氏
、竹
俣
氏
な
ど
に
分
か
れ
、有

力
な
豪
族
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
に
は
、佐
々
木
一族
は
、上
杉
謙
信
の
配
下

の
武
将
と
し
て
、武
田
氏
と
の
川
中
島
の
戦
い
な
ど
で
活

躍
し
ま
す
。謙
信
の
没
後
、後
継
者
の
上
杉
景
勝
と
加
地

氏
や
新
発
田
氏
が
対
立
。７
年
間
に
わ
た
る
抗
争
を
経

て
、加
治
城
な
ど
が
落
城
し
ま
し
た
。１
５
８
７
年
、最

後
に
残
っ
た
新
発
田
重
家
の
居
城
も
落
城
し
、新
発
田

氏
は
滅
亡
し
ま
す
。一方
、景
勝
方
に
残
っ
た
竹
俣
氏
は
、

上
杉
氏
に
従
って
、会
津
、米
沢
へ
と
移
って
い
き
ま
し
た
。

　

１
５
９
８
年
、豊
臣
秀
吉
に
命
じ
ら
れ
、加
賀
大
聖

寺
か
ら
溝
口
秀
勝
が
入
封
し
、初
代
新
発
田
藩
主
と

な
り
ま
す
。新
発
田
重
家
の
居
城
跡
に
は
、現
在
の
新

発
田
城
が
建
て
ら
れ
、約
２
７
０
年
に
わ
た
っ
て
、溝
口

氏
に
統
治
さ
れ
ま
し
た
。

　

盛
綱
を
源
流
と
す
る
佐
々
木
一族
は
、平
安
時
代
末

期
か
ら
戦
国
時
代
末
期
に
か
け
て
、現
在
の
新
発
田

市
域
を
統
治
し
ま
し
た
。新
発
田
の
繁
栄
は
、佐
々
木

盛
綱
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
って
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

加
地
荘
領
主 

盛
綱

　

盛
綱
は
、鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
の
信
頼
が
特

に
厚
い
側
近
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。佐
々
木
氏
は
も
と

も
と
、源
氏
の
流
れ
を
く
み
、近
江
国
佐
々
木
荘（
現
在

の
滋
賀
県
）を
治
め
て
い
ま
し
た
。１
１
７
７
年
か
ら
１

１
８
５
年
に
か
け
て
日
本
全
国
で
起
こっ
た
源
氏
と
平

氏
の
戦
い「
源
平
合
戦
」で
は
、盛
綱
を
は
じ
め
と
す
る

佐
々
木
氏
が
活
躍
。そ
の
記
録
は
、鎌
倉
時
代
の
歴
史

書「
吾
妻
鏡
」に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

源
平
合
戦
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、盛
綱
は
、備
前
国

児
島（
現
在
の
岡
山
県
岡
山
市・倉
敷
市
付
近
）、上
野

国
磯
部
郷（
現
在
の
群
馬
県
安
中
市
）、越
後
国
加
地

荘
な
ど
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。｠

源
氏
の
武
将

佐
々
木
三
郎
盛
綱

盛
綱
の
子
孫
と

新
発
田
の
繁
栄

　

今
か
ら
約
８
0
０
年
前
に
胎
内
市
で
活
躍
し
た
勇

婦「
板
額
御
前
」は
鎌
倉
時
代
初
期
の
越
後
の
豪
族

「
城
資
盛
」の
姨
母
と
い
わ
れ
、弓
の
名
手
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
鳥
坂
城
の
戦
い
」で
攻
め
入
る
敵
に
矢
を
浴
び

せ
、そ
の
百
発
百
中
の
強
弓
が
敵
を
驚
嘆
さ
せ
た
様

子
な
ど
が
、鎌
倉
幕
府
の
正
史
で
あ
る「
吾
妻
鏡
」に

登
場
し
ま
す
。女
性
の
、そ
れ
も
敵
方
の
武
将
が
記
録

さ
れ
る
事
は
非
常
に
珍
し
く
、そ
れ
だ
け
彼
女
の
活
躍

が
鎌
倉
武
士
達
の

心
に
強
い
印
象
を
与

え
た
と
い
え
ま
す
。

　

容
姿
端
麗
で
、

静
御
前
、巴
御
前

と
と
も
に
日
本
の
三

大
御
前
の一
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

弓
の
名
手
　
板
額
御
前

　

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
越
後

国
に
栄
え
た
豪
族
で
す
。桓
武
平
氏
の
流
れ
を
く

み
、武
勇
の
名
を
天
下
に
と
ど
ろ
か
せ
た
余
五
将
軍

平
維
茂（
よ
ご
し
ょ
う
ぐ
ん
た
い
ら
の
こ
れ
も
ち
）の

子
、繁
成
が
出
羽（
秋
田
県
）城
介（
朝
廷
よ
り
与

え
ら
れ
た
官
職
名
）だ
っ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
の
ち
城

氏
を
名
乗
り
ま
し
た
。

　

城
氏
の
治
め
た
奥
山
荘
は
、現
在
の
胎
内
市
の

大
部
分
と
、そ
の
周
辺
地
域
を
含
む
広
大
な
荘
園

で「
吾
妻
鏡（
あ
づ
ま
か
が
み
）」文
治
２
年（
１
１

８
６
）３
月
１２
日
の
条
に
の
る
年
貢
未
納
荘
園
の
注

進
状（
ち
ゅ
う
し
ん
じ
ょ
う
）に「
殿
下
御
領
奥
山

荘
」と
あ
り
、摂
関
家
領（
せ
っ
か
ん
け
り
ょ
う
）で

し
た
。こ
の
荘
園
の
開
発
領
主
と
考
え
ら
れ
て
い
る

城
氏
が
鳥
坂
城
の
戦
い
で
滅
亡
し
た
鎌
倉
時
代
以

降
は
、三
浦
和
田
一
族（
後
の
中
条
氏
、黒
川
氏
、関

澤
氏
）が
地
頭
と
し
て
治
め
ま
し
た
。

越
後
城
氏

Chapter  of  The  land

の
章

　胎内市に位置する櫛形山山頂一帯には新潟県ブナ林100選に
選ばれた見事なブナ林が広がり、心地よい爽快感を味わうことが
できます。
　このブナ林を抜けた山頂からは壮大な飯豊連峰・朝日連峰など
の山岳景観を臨むことができます。

　昭和9年に国の天然記念物に指定された大峰山橡平桜樹林はオオヤ
マザクラ、オクチョウジザクラをはじめ、自然交配によって生まれた中間
雑種もあり、種類は４０種以上、４月～５月中旬の見頃には約１０００本も
の桜が山腹を包み、雪模様の花景色になります。
　特に大峰山登山道の一本松展望台からの眺めは圧巻です。

　鳥坂城の戦いの伝説が残る樽 橋、道の駅「胎内」
の芝生広場から胎内川を囲む山々の紅葉は絶景で
す。真っ赤な樽ケ橋も紅葉に溶け込み、撮影スポットと
してもおススメです。

櫛
形
山
ブ
ナ
林

　大峰山橡平桜樹林と金山城遺跡に隣接する「桜公園」
には世界の桜109品種、約３００本が植栽されています。
　公園を囲む遊歩道も整備されており、緑色の花をつける
御衣黄など珍しい品種の他、４月と１０月に花をつける十
月桜など、四季を通じて観桜できます。

桜
公
園

　数多くの高山植物を楽しめるのが櫛形山脈の
魅力の一つ。　
　４月上旬から下旬まで、カタクリやオオバキスミ
レ、エンレイソウ、ヒトリシズカなど多くの高山植物
に出会うことができ、特に大峰山山頂付近の登山
道を彩るカタクリの群生は必見です。

橡
平
桜
樹
林（
国
天
然
記
念
物
）

櫛
形
全
エ
リ
ア

高
山
植
物

Chapter  of  The  history

【鳥坂城の戦い】
　1201年4月、平氏の流れをくむ城資盛軍と盛綱を総大将とする幕府軍との戦い。
この戦いで、城資盛の姨母・板額御前が鳥坂城の櫓の上から射た弓は百発百中といわれていま
す。幕府軍の藤沢四郎清親が板額の太腿を弓で射ぬき、鳥坂城は落城し、平安後期以来の越後
最大の豪族武士団、越後城氏は歴史から姿を消しました。

▼

五十嵐 力氏 画

樽
ケ
橋
の
紅
葉

【
吾
妻
鏡
に
記
さ
れ
た
板
額
御
前
】

鎌
倉
幕
府
の
正
史
で
あ
る「
吾
妻
鏡
」

で
は「
女
性
の
身
た
り
と
雖（
い
え
ど
）

も
、百
発
百
中
の
芸
殆
ど
父
兄
に
超
ゆ

る
な
り
。人
挙
て
奇
特
を
謂
う
。こ
の

合
戦
の
日
殊（
こ
と
）に
兵
略
を
施
す
。

童
形（
ど
う
ぎ
ょ
う
）の
如
く
上
髪

（
じ
ょ
う
は
つ
）せ
し
め
腹
巻
を
着
し
矢

倉（
や
ぐ
ら
）の
上
に
居
て
、襲
い
到
る

の
輩（
や
か
ら
）を
射
る
。中（
あ
）た
る

者
死
な
ず
と
云
う
こ
と
莫（
な
）し
。」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

Chapter  of  The  history

新
発
田
市
編

胎
内
市
編

※写真は
　イメージです ヶ
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新
発
田
の
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
と
い
わ
れ
る

「
佐
々
木
三
郎
盛
綱
」と
子
孫
、

大
豪
族「
越
後
城
氏
」と
弓
の
名
手「
板
額
御
前
」、

源
氏
と
平
氏
の
流
れ
を
く
む
両
者
の
戦
い
か
ら
、

現
代
に
つ
な
が
る
歴
史
ロ
マ
ン
に
ふ
れ
な
が
ら

旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　1190年、源頼朝の叔父、護念上人が創建した真言宗醍醐派の
寺院。日本三大不動尊の一つで、目の病にご利益があるといわれ
ています。　

　護念上人は、頼朝と盛綱の叔父にあたります。1159年の平治の乱で源氏が敗れた後、僧侶になり、戦禍を逃
れるため不動明王像の御頭を納めた笈（仏具などを納める箱）を背負い、諸国を行脚。「笈」を掛けて休んだ松
において、菅谷を永住の地と悟り、不動明王像を安置する菅谷寺を創建しました。
　1195年、盛綱は頼朝と護念上人の面会を仲介。上人は祈祷で頼朝の大姫の病を治し、頼朝を喜ばせたといわ
れています。

　盛綱が築き、その一族が本拠とした山
城。標高165mの要害山の地形を利用
し、本丸を囲む土塁や空堀が残っています。

　要害山の麓にある盛
綱が建立した神社。藤戸
合戦の前に、命を奪った
漁師の供養のために建
立したといわれています。

菅
谷
不
動
尊
（
菅
谷
寺
）

　佐々木加地氏の菩提寺。盛綱の子孫である加地春
綱が屋敷を寄進し、現在の地に移転。今も加地氏時
代の館を囲んでいた土塁が残っています。

香
伝
寺

護念上人
と盛綱

史
探
訪
の
旅

　

1
1
8
4
年
、宇
治
川
の
合
戦
と一ノ

谷
の
合
戦
で
、源
氏
軍
は
勝
利
し
た
も

の
の
、盛
綱
は
目
立
っ
た
活
躍
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。何
と
し
て
も
手
柄
を
あ

げ
た
い
と
願
っ
た
盛
綱
は
、備
前
国
児

島
の
藤
戸
合
戦
を
前
に
し
、藤
戸
の
神

に
祈
り
を
捧
げ
た
と
い
い
ま
す
。

　

藤
戸
合
戦
で
は
、海
峡
を
挟
み
対
岸

の
児
島
に
い
る
平
氏
軍
を
、舟
を
持
た

な
い
源
氏
軍
は
攻
め
込
め
ず
に
い
ま
し

た
。そ
こ
で
、盛
綱
は
地
元
の
漁
師
か

ら
浅
瀬
の
情
報
を
聞
き
出
し
、馬
で
海

峡
を
渡
る
と
い
う
奇
襲
攻
撃
を
仕
掛

け
、大
い
に
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。

盛
綱
は
源 

頼
朝
に
活
躍
が
認
め
ら
れ
、

越
後
国
加
地
荘
な
ど
を
与
え
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

盛
綱
が
結
ん
だ
絆

　
盛
綱
ゆ
か
り
の
地
が
あ
る
岡
山
県
倉

敷
市
藤
戸
町
の「
倉
敷
市
源
平
藤
戸
合
戦

保
存
振
興
会
」と
盛
綱
に
魅
了
さ
れ
た
新

発
田
市
民
と
の
交
流
が
平
成
27
年
に
始

ま
り
、現
在
も
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

盛
綱
エ
ピ
ソ
ー
ド
１

藤
戸
合
戦

　

盛
綱
は
、加
地
に
蔵
戸
屋
と
い
う
ほ

ら
穴
が
あ
る
と
聞
き
、家
臣
に
命
じ
て

調
べ
さ
せ
ま
し
た
。家
臣
が
調
べ
る
と
、

中
か
ら
美
女
が
現
わ
れ
、盛
綱
に
7
つ
の

宝
を
献
上
し
ま
し
た
。盛
綱
は
、こ
の
宝

を
甕（
か
め
）に
入
れ
、加
治
城
内
の
土
の
中

に
埋
め
さ
せ
、目
印
と
し
五
葉
の
松
を
植

え
さ
せ
た
と
こ
ろ
、い
つ
の
間
に
か「
七
葉

の
松
」に
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、加
治
城
は

七
葉
松
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
七
葉
の
松
」の
伝
説
が
、こ
の
地
域

に
あ
る
保
育
園
や
学
校
の
名
前
の
由

来
に
な
り
ま
し
た
。

盛
綱
エ
ピ
ソ
ー
ド
2

七
葉
の
松
の
伝
説

佐
々
木
三
郎
盛
綱 

の
逸
話

加
治
城
跡
（
市
指
定
文
化
財
）

藤
戸
神
社

　建仁元年の鳥坂城の戦いから800年目を記念し
2001年に「板額御前奮戦800年祭」がおこなわれまし
た。銅像はそのとき建てられたもので、JR中条駅前
広場に鳥坂山をのぞむ角度に配置されています。

　板額御前が最後に活躍した
城氏の城であり、後に中条氏が
再興しました。
　現在の姿は戦国時代末期の
ものです。ただ、山頂の堀切りで
12世紀代の白磁が拾われており、
この場所が城氏の時代から使わ
れていたことがわかっています。

　鳥坂城の南西約2ｋｍに飯角とよ
ばれる集落があります。板額御前が
ここで生まれたので飯角御前と呼
ばれていたのが音読みで、「はんが
く」、つまり板額、坂額の文字に置き
かえられたと言われています。

板
額
御
前
の
像

　鳥坂城の戦いで破れた資盛が松の木を倒して胎内川に
橋を架け、出羽国に走ったことから、この橋を小太郎（資
盛）が橋と呼んでいたものが訛って、樽ケ橋になったという
伝説が地元に伝わっています。

樽
ケ
橋

飯
角
（
イ
イ
ズ
ミ
）

板額御前と越後城氏

1050

1150

1159

1166

1180頃

1181

1184

1185

1188

1189

1190
1192

1195

1199

1200
1201

1223

1423頃

1581

1587

1598 

佐々木三郎盛綱と佐々木加地氏

秀綱（後の盛綱）、相模国秦野（神奈川
県秦野市）で誕生

源頼朝に仕える。16才で元服し、秀綱
から盛綱に改名

盛綱、石橋山で頼朝とともに挙兵

盛綱、宇治川・一ノ谷・藤戸の合戦に
参戦し、源氏が勝利。盛綱は藤戸の戦
い（岡山県倉敷市）で活躍

源頼朝が守護・地頭を置く。

盛綱、越後国守護・加地荘地頭に任命
される。
頼朝の叔父、護念上人が加地荘に入
り、菅谷不動尊を開く。

盛綱、頼朝と護念上人の面会を仲介

源頼朝没

鎌倉幕府が盛綱に城資盛の討伐を命じる。

盛綱（72才）没

盛綱の子、信実は加治荘に定着し、
佐々木加地氏を名乗る。

佐々木加地氏は、「加地氏」・「新発田
氏」・「竹俣氏」などに別れ、現在の新
発田市域を支配

織田信長と連携した「加地氏」・「新発田
氏」は「上杉景勝」・「直江兼続」と抗争

加治城、五十公野城、新発田城が落城
（後に、「竹俣氏」は上杉氏とともに会津
へ移る。）

（新発田に溝口氏が加賀国大聖寺か
ら入封。その後、新発田に城下町を構
えた溝口氏は江戸末期まで外様大名
として栄える。）

城家初代 平繁成、秋田（出羽）城
介に任命される。
11世紀後半奥山荘成立と推定

越後国奥山荘にて板額御前誕生
（推定）

城資永に源氏追討の宣旨。
資永急死、跡を継いだ城長茂
信州横田河原合戦で木曽義仲に
敗れる。

幕府の囚人となり梶原景時にあずけ
られていた城長茂、頼朝に面会する。

城長茂が幕府軍に加わり奥州合戦
に従軍する。

三浦和田一族の和田宗美が奥山
荘地頭に補任される。この頃、城長
茂は御家人となっている。

城氏を庇護した梶原景時滅亡
城長茂、京都で挙兵
城資盛、越後で挙兵

板額、幕府軍の捕虜となり、将軍の
前に引き据えられる。
板額、浅利与一義成の妻となる。

城氏滅亡後、三浦和田一族が奥山
荘を支配する。

三浦和田氏は「中条氏」・「黒川氏」・
「金山氏」・「築地氏」などに別れる。

上杉景勝側近の中条景泰が越中
魚津城で討ち死に。

築地氏、中条家名代として新発田
氏と戦う。

上杉家の会津国替えに従い、鎌倉
期以降400年にわたり奥山荘を支
配していた中条・黒川氏がこの地
を離れる。

平治の乱
（平氏が全盛期を迎える。平氏の城一族　 が阿賀北地域を開発する。）

壇ノ浦の戦いで源氏が勝利し、平氏滅亡。　 源頼朝が鎌倉で幕府を開く。

鳥坂城の戦いで幕府軍が勝利し、城氏　 滅亡

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

室
町
時
代

安
土
桃
山
時
代

　

鳥
坂
城
の
戦
い
で
生
け
捕
り
に
さ
れ

た
板
額
御
前
は
鎌
倉
で
将
軍
源
頼
家

の
前
に
引
き
出
さ
れ
、そ
の
際
、全
く

臆
し
た
様
子
が
な
く
、幕
府
の
宿
将
達

を
驚
愕
せ
し
め
ま
し
た
。

　

こ
の
態
度
に
深
く
感
銘
を
受
け
た

甲
斐
源
氏
の
浅
利
与
一
義
成
は
将
軍
頼

家
に
申
し
出
て
、彼
女
を
妻
と
し
て
迎

え
る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、板
額
は
嫁
ぎ
先
の
甲
斐
国

（
山
梨
県
笛
吹（
ふ
え
ふ
き
）市
）で
晩

年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
縁
で
現
在
も

山
梨
県
笛
吹
市
と
胎
内
市
は
姉
妹
都

市
と
し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

板
額
御
前
や
彼
女
が
活
躍
し
た
で

あ
ろ
う
史
跡
を
、胎
内
市
民
共
有
の

文
化
的
財
産
と
し
、そ
れ
ら
財
産
が

板
額
エ
ピ
ソ
ー
ド
１

板
額
御
前
は
な
ぜ

敵
方
の
妻
に
な
っ
た
の
？

板
額
エ
ピ
ソ
ー
ド
2

現
代
に
生
き
る

板
額
の
歴
史

活
用
さ
れ
、愛
さ
れ
続
け
て
い
く
こ
と

を
願
う
市
民
の
集
ま
り
と
し
て
、「
板

額
会
」が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
中
旬
の【「
中
秋
の
名
月
・
板

額
の
宴
」】は
、板
額
の
嫁
ぎ
先
で
あ

る
甲
斐
国
か
ら
夫
・
浅
利
与
一
を
伴
っ

て
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
き
た
板
額
御
前

を
宴
を
開
い
て
歓
迎
す
る
、と
い
う
物

語
仕
立
て
の
イ
ベ
ン
ト
。武
者
行
列
や
演

劇「
板
額
御
前
物
語
」、武
将
隊
の
演

武
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

板
額
御
前
と
越
後
城
氏 

の
逸
話

【 

板
額
御
前
と
越
後
城
氏 

】の
歴
史

【
佐
々
木
加
地
氏 

】の
歴
史

鳥
坂
城
跡（
国
指
定
史
跡
）

MAP P,5

MAP P,5-E

MAP P,6-A

MAP P,6-B

MAP P,6-A

MAP P,5-E

MAP P,5-D MAP P,5-E

04 03
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金
塚
駅

加
治
駅

新
発
田
駅

中
条
駅

中
条
I.C

羽
越
本
線
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290290

大峰山
展望広場 大峰山

399.5m

櫛形山
568.0m

鳥坂山
438.5m

●一本松
　展望台

●橡平桜樹林

●馬越林道登山口

▲要害山

寺沢林道
登山口
●

●飯角登山口
●
登山口

箱岩峠登山口●

●
頂稜ブナ林

飯角・ほたるの里
●

●
白鳥公園

胎内市役所
黒川庁舎

●

胎内川河川公園
道の駅「胎内」
たるが橋観光交流センター
クアハウスたいない

関沢森林公園
●

胎内川

●道の駅加治川

　新発田市役所
●加治川庁舎

●大天城公園

香伝寺　
あやめの湯

胎内警察署●

●胎内市役所

鳥坂城跡

加治城跡

藤戸神社

桜公園
登山口
●
●
桜公園

　●

●   菅谷不動尊（菅谷寺）
290290

●お食事処
　えちごえん
●お食事処
　えちごえん

●　菊直食堂●　菊直食堂

●
麺食堂
まる七

●
麺食堂
まる七

●金子屋老舗●金子屋老舗

藤戸神社
加治城跡

香伝寺
あやめの湯

290290

加治川

坂井川●

●
カフェ
ビバーク

●
カフェ
ビバーク

●
桜公園

●
道の駅加治川
●
道の駅加治川

麺作
赤シャモジ
麺作
赤シャモジ

●

山岳手打そば
一寿
山岳手打そば
一寿

●

新発田市
加治川展示室
（要予約0254-26-2163）

新発田市
加治川展示室
（要予約0254-26-2163）

金
塚
駅
金
塚
駅

●サナシカフェ

●秋田屋●秋田屋

●菅谷そば
　やなぎや

手造り豆腐の店
阿部商店
●

手造り豆腐の店
阿部商店
●

●髙橋農園

手づくりお菓子のお店　●
壱福堂　　

手づくりお菓子のお店　●
壱福堂　　

●倉島農園

●
農家レストラン
ローベルジュ

●
農家レストラン
ローベルジュ

角米澤屋●角米澤屋●
本米澤屋●本米澤屋●

●
笈掛の松

●
菅谷不動尊

●
笈掛の松

レストランレストラン カフェカフェ 土産店土産店 農園農園

加
治
川

姫
田
川

坂
井
川

●
胎内観音
登山口

●
登山口

坂井川

77

至  胎内リゾート至  胎内リゾート

の
章
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C 加治川エリア

D

A

B

E

　D 菅谷エリア

E 加治エリア

290290

77

胎内警察署●

●大東苑

●製麺屋食堂

●
モスバーガー

●角力軒

●ぼだいじゅ
●珈琲舎ぐれ
●魚太寿司

飯角・ほたるの里　
板額御前誕生記念碑●

●
板額御前の像

●
板額御前の像

らーめんや
●

すき家●

●  南都屋（桜亭）

福よせ●

熊野
若宮神社

●

熊野
若宮神社

●

奥山荘城館遺跡（江上館跡）　
「奥山荘歴史の広場」●
奥山荘城館遺跡●
（坊城館跡）　

カフェ
工房まめ
●

●
らーめん家

和気

カフェ＆ランチ
　おりがみ

●
無尽蔵●

●農家レストラン
　Gorashe

飯角登山口
●

中
条
駅

至
新
発
田
↓

↑
至
村
上

B 中条駅・本町エリア

櫛
形
山
脈
は
、四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
と

鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
、い
に
し
え
の
歴
史
と
文
化
が
堪
能
で
き
る
、

た
ぐ
い
ま
れ
な
エ
リ
ア
で
す
。

さ
ら
に
入
浴
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、農
園
な
ど

魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、歴
史
に
ふ
れ
る
散
策
な
ど
を
体
験
し
、

あ
な
た
も
、櫛
形
エ
リ
ア
を
極
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
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●ドライブイン胎内

●
焼肉近藤

●hannoki cafe

白鳥山●

胎内市美術館●
クアハウス
たいない
●

クアハウス
たいない
●
●道の駅「胎内」●道の駅「胎内」
たるが橋観光
交流センター
たるが橋観光
交流センター
●樽ヶ橋遊園●樽ヶ橋遊園

●
越後

胎内観音

●
越後

胎内観音

黒川郷土文化伝習館●
たるが橋「里山食堂」●
胎内観音登山口●

●とんかつ志加豪

奥山荘城館遺跡（鳥坂城跡）●

セブンイレブン● ↑
至
村
上

←至
新発
田

●白鳥公園

53

菅谷エリア 　佐々木三郎盛綱・源頼朝の叔父にあたる護念上人が開山した菅谷不動尊を中心とす
る参道と、新発田から米沢へ抜ける街道筋がいにしえの景観を残しています。

加治エリア 　櫛形山脈南端の要害山山頂からは、現在の新発田市街地が一望でき、かつての加地荘を治めた領
主がここに加治城を構えた理由がよくわかります。

サナシカフェ

加治城跡

桜公園

道の駅 加治川

あやめの湯

金子屋老舗

A 樽ケ橋・追分エリア

中条駅・本町エリア
　板額御前の銅像がＪＲ中条駅前で訪れた方をお出迎
えしています。
　奥山荘歴史の広場は中条家の１５世紀の館跡です。宿
場町の趣を残す本町と共に歴史の息吹を感じてください。

加治川エリア 　新発田市北端の加治川地区は、奥山荘と加地荘
の境界にあたります。平安時代末期から戦国時代の
城跡が点在し、一部は公園や史跡となっています。

樽ヶ橋・追分エリア 　戦国時代末期の鳥坂城の堀跡を登山道沿いで、見ることができます。
　板額御前の伝説が残る「樽ケ橋」。登山口に位置する「クアハウスたいない」
の温泉入浴で登山の疲れを癒してください。

 飯角・ほたるの里

クアハウスたいない

鳥坂城跡

加治川米や七葉松
みそ、大峰そば、ダッ
タンそばといった特
産品や地元で採れ
た旬の野菜を販売。

クアハウスたいないはさま
ざまなタイブの温泉浴を楽
しむことができ、温水プー
ルもあり、スリルいっぱいの
ウォータースライダーも完
傭し、子ども達にも大人気。

クアハウスたいないはさま
ざまなタイブの温泉浴を楽
しむことができ、温水プー
ルもあり、スリルいっぱいの
ウォータースライダーも完
傭し、子ども達にも大人気。

新潟県内では珍しいリンゴ
狩りができる農園。「つが
る」「ゴールデン」「千秋」な
ど、豊富な品種がそろう。

倉島農園

農家レストラン ローベルジュ

自然・癒やし・健康をコン
セプトに地元の山菜や野
菜などのうま味を巧みに
引き出した料理が人気。

自然・癒やし・健康をコン
セプトに地元の山菜や野
菜などのうま味を巧みに
引き出した料理が人気。

鉄分の多い源泉かけ流しの湯
は、体が温まると好評。湯舟から
壮大な二王子岳が一望できる。

鉄分の多い源泉かけ流しの湯
は、体が温まると好評。湯舟から
壮大な二王子岳が一望できる。

銘菓「お不動さま」は地域にお不
動さまがあることから考案したも
ので、長年地域から愛されている。

銘菓「お不動さま」は地域にお不
動さまがあることから考案したも
ので、長年地域から愛されている。

田園風景を眺めながら過
ごせるカフェ。自家栽培の
米や野菜を使ったメニュー
は、どれも優しい味わい。

田園風景を眺めながら過
ごせるカフェ。自家栽培の
米や野菜を使ったメニュー
は、どれも優しい味わい。

P,3

P,1

P,4

P,4

P,1
P,1

P,1

P,1

P,3

P,3

P,3

P,3

おすすめ

P,3

P,3

P,3

P,3

P,3
P,1

77

胎内川

P,4

P,4

P,4

観光情報や聞きたいことが
あったらお気軽にお越しください。

胎内市下赤谷387-1
tel : 0254-47-2723

おすすめ

おすすめ

おすすめ

おすすめ

おすすめ
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